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 要  旨 
 画像処理の分野において，興味のある領域（前景）を抽出することは重要な課題である．動画
から前景を抽出する技術は動画中のオブジェクトの認識や動画の検索，分類，合成などの前処理
として幅広く活用できる． 
 動画から移動物体を自動的に抽出する手法としてグラフカットを用いた手法がある．この手法
では前景を抽出するための手掛かりとして，入力フレームの色情報と動き情報を利用する．この
ような従来手法では，色情報と動き情報が安定して得られる場合には高精度の抽出結果を得られ
るが，これらの情報が不安定になるような動画では抽出精度が低下するという問題がある．しか
し実際の動画においてはこのような抽出精度の低下をもたらす状況が数多く存在する．例えば，
歩行していた人が停止すると動き情報が得られなくなる．また，人が日陰から日なたに移動する
と前景の輝度の変化により色情報が不安定になる．撮影場所の照明が変化すると，画面全体の輝
度が変化し，色情報とフレーム間の輝度差より得られる動き情報の両方が不安定になる． 
 本研究ではこのような色情報や動き情報が不安定になる場合でも安定して前景の抽出が可能な
システムを提案した．提案手法では輝度変化及び回転，平行移動にロバストな SURF 特徴点を利
用してグラフカットによる抽出結果を評価し，抽出結果が異常である場合にはこれを修正するこ
とで抽出精度の向上を図る．抽出結果の評価は，前フレームと現フレームの SURF 特徴点をマッ
チングして得られる対応点に付けられたラベルを比較することで行う．SURF 特徴点は輝度変化
にロバストであり，回転や平行移動にもロバストなので物体の動きに影響されない．従って動き
情報や色情報が不安定であっても SURF 特徴点の対応点ペアは同じ領域（前景または背景）上に
あると考えられる．そこで，現フレームにおける SURF 特徴点に付けられたラベルと，前フレー
ムにおける SURF 特徴点に付けられたラベルが食い違う対応点の組が多い場合，抽出結果は異常
であると判定する．抽出結果が異常ならば，前フレームの SURF 特徴点に付けられたラベルを現
フレームに反映させるようにグラフのエッジの重みを調整した後，再度グラフカットを行うこと
で抽出精度の向上を図る． 
 実動画を用いた実験の結果，色と動き情報のみを用いたグラフカットでは抽出精度の低下する
シーンにおいて，提案手法による修正は効果的に抽出精度を向上させることが確認できた． 
 
 
